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＊ 同じ内容の意見が複数ある場合は、「意見等の概要」の最後に件数を記載してください。

＊ 計画等の案を修正した場合は、「市の考え方等」の欄に修正箇所を併せて記載してください。

食育推進に関わる人材育成について

　主に「食生活改善推進員」を推進してい
るようだが、食育に関わる専門家など（例え
ば食育インストラクター、フードアナリストな
ど）も活用するなどして、柔軟に取組を推
進していく必要もあるのではないか。

計画推進について

　当該計画が効果的に計画かつ推進され
るためには、「食育推進連絡会」の役割が
重要であると考えるため、幅広い視野を
持って当該委員の人選（公募も含め）を進
めてほしい。

市の考え方等

　計画（素案）では、あらゆる世代の市民を食育の対象
としています。これは、各世代のライフステージに応じた
取組を推進していくことを前提としていますので、計画
（素案）のとおりとします。
　なお、本市といたしましては、関係機関や団体と調整
を図りながら、小樽市食育推進連絡会の中で、各世代
におけるライフステージごとの具体的な取組について
検討してまいります。

　計画（素案）に対するご意見ではなく、具体的な取組
に関する事項であるため、今後、計画を推進していく際
の参考とします。
　なお、北海道食育コーディネーターや食育インストラ
クター等の専門知識を有する方々は食育を推進してい
く上で貴重な社会資源であるため、可能な限り活用して
まいりたいと考えます。

　計画（素案）に対するご意見ではなく、小樽市食育推
進連絡会に関する事項であるため、今後の参考といた
します。
　小樽市食育推進連絡会は14名の委員（任期2年）で
組織され、幅広い視野から食育の推進に取り組むこと
ができるよう、公募による2名の市民、学識経験者1名、
食育の推進に関係する11団体の代表者11名により構
成されています。
　また、本連絡会では、食育の推進に当たり、他の機関
や団体と連携・協力していくこととしていますので、現行
の体制で、十分に幅広い視野から取り組むことができる
ものと考えております。
　なお、本市といたしましては、国や北海道の方針が見
直された場合など新たな対応が必要となった際には、
本連絡会の委員構成等について見直しを検討します。
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「小樽市食育推進計画（素案）」に対して提出された意見等の概要及び市の考え方等

意見等の概要

計画全体の印象について

　計画の位置づけが他の関係計画と連携
して推進されるものとされており、やむを得
ない感もあるが、各世代におけるライフス
テージごとの取組をある程度明確に取り入
れてもよかったのではないか。


